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平成23年度一般会計予算・特別会計予算決まる

東日本大震災により、異例の会期短縮措置。

総額総額415415億億8,1898,189万万8,0008,000円円
　

平
成
23
年
３
月
白
河
市
議
会
定

例
会
は
、
３
月
２
日
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
の
改
正
案
な
ど
16
件
。
指
定
管

理
者
の
指
定
な
ど
16
件
。
23
年
度

一
般
会
計
予
算
・
各
特
別
会
計
予

算
（
い
ず
れ
も
当
初
予
算
）
な
ど

17
件
。
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・
各
特
別
会
計
補
正
予
算
15
件
。

請
願
３
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
、
15

名
の
議
員
に
よ
り
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、「
鈴
木
市
長
の
２
期
目
の

挑
戦
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
」
な
ど
、
鋭
い
内
容
の
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
８
〜
11

ペ
ー
ジ
）

　

11
日
、
本
会
議
中
の
午
後
２
時

46
分
頃
、
突
然
の
大
地
震
が
発
生
、

議
場
の
天
井
は
落
ち
ん
ば
か
り
に

大
揺
れ
と
な
り
ま
し
た
。
急
遽
、

会
議
を
散
会
し
、
各
議
員
は
地
元

へ
駆
け
つ
け
被
害
状
況
の
確
認
を

し
ま
し
た
。

　

14
日
本
会
議
を
開
き
、
会
期
を

３
月
14
日
ま
で
の
13
日
間
（
当
初

会
期
は
23
日
間
）
に
短
縮
す
る
こ

と
や
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
な

ど
に
同
意
し
、
上
程
議
案
に
対
す

る
表
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
・
採
択
（
採
択
さ
れ
た
請
願
は

14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
目
的
別
歳
出
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

民
生
費
71
億
４
７
７
０
万
６
０

０
０
円
、
教
育
費
41
億
５
８
４
６

万
円
、
公
債
費
34
億
４
１
０
７
万

７
０
０
０
円
、
総
務
費
33
億
４
３

０
５
万
４
０
０
０
円
、
土
木
費
27

億
７
２
４
２
万
９
０
０
０
円
、
農

林
水
産
業
費
13
億
１
２
７
９
万
５

０
０
０
円
、
衛
生
費
12
億
９
８
８

１
万
６
０
０
０
円
、
消
防
費
８
億

９
６
３
８
万
７
０
０
０
円
、
商
工

費
７
億
９
０
３
２
万
円
、
議
会
費

３
億
５
６
１
３
万
６
０
０
０
円
な

ど
で
す
。

□
議
会
費

　

中
学
生
議
会
関
係
費
54
万
３
０

０
０
円
。

□
総
務
費

　

白
河
市
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
公
募

関
係
費
10
万
円
は
、
新
規
事
業
と

し
て
、
白
河
市
の
よ
さ
を
一
言
で

表
現
す
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
公

募
し
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
白
河
市

の
魅
力
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
も
の

で
す
。　

　

循
環
バ
ス
運
行
事
業
１
８
３
７

万
８
０
０
０
円
、
地
方
バ
ス
路
線

　

主
な
事
業

維
持
対
策
事
業
費
補
助
金
４
０
４

７
万
７
０
０
０
円
、
地
域
づ
く
り

活
性
化
支
援
事
業
700
万
円
、
集
会

所
整
備
事
業
１
億
８
８
４
４
万
９

０
０
０
円
、
地
域
の
底
力
再
生
事

業
補
助
金
１
０
２
９
万
５
０
０
０

円
、
新
規
で
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備

事
業
３
億
８
６
１
４
万
円
で
す
。

□
民
生
費

　

新
規
と
し
て
、
地
域
福
祉
計
画

策
定
事
業
371
万
５
０
０
０
円
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
相

互
扶
助
機
能
を
再
生
し
、
互
い
に

支
え
合
い
、
と
も
に
生
き
る
地
域

社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
取
り
組

み
や
仕
組
み
づ
く
り
を
示
す
た
め
、

「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

　

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

１
０
４
８
万
２
０
０
０
円
、
ね
た

き
り
老
人
等
福
祉
関
係
事
業
５
５

１
２
万
６
０
０
０
円
。

　

敬
老
祝
い
金
支
給
事
業
１
７
１

９
万
４
０
０
０
円
は
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
に
２
０
０
０
円
の
商
品

券
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
て
支
給
事
業
15
億

１
３
８
０
万
８
０
０
０
円
。

　

子
ど
も
医
療
助
成
事
業
２
億
９

０
８
２
万
６
０
０
０
円
は
、
児
童

の
健
全
な
育
成
と
さ
ら
な
る
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
出
生
か
ら

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
の

保
険
診
療
分
一
部
負
担
金
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
５
億
86
万
円
は
、
保
険
基
盤
安

定
繰
出
金
、
財
政
安
定
化
支
援
事

業
繰
出
金
、
出
産
育
児
一
時
金
繰

出
金
、
職
員
給
与
費
等
繰
出
金
、

国
保
税
減
免
分
繰
出
金
、
一
部
負

担
金
減
免
分
繰
出
金
な
ど
で
す
。

□
衛
生
費

　

新
規
と
し
て
、
食
育
推
進
計
画

策
定
事
業
18
万
７
０
０
０
円
は
、

本
市
の
地
域
特
性
や
実
情
等
に
即

し
た
食
育
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

を
図
る
た
め
、「
白
河
市
食
育
推

進
計
画
」
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

予
防
接
種
事
業
１
億
３
３
６
９

万
９
０
０
０
円
は
、
乳
幼
児
予
防

接
種
、
麻
し
ん
排
除
計
画
に
基
づ

く
予
防
接
種
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
等
の
予
防
接
種
で
す
。

　

小
児
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業

246
万
円
。

　

新
規
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
656

万
円
は
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

２
万
円
で
、
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
上

限
８
万
円
）ま
で
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

□
農
林
水
産
業
費
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し
ら
か
わ
型
自
給
率
ア
ッ
プ
事

業
補
助
金
568
万
４
０
０
０
円
は
、

補
助
単
価
（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）、

加
工
用
米
７
０
０
０
円
、
大
豆

５
０
０
０
円
、
大
豆
・
そ
ば
（
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
団
地
）１
万

円
、
飼
料
作
物
（
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
団
地
）
５
０
０
０
円
、
ト

マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ニ
ラ
２
０
０

０
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
農
園
開
設
事
業
38
万
４
０

０
０
円
は
新
規
事
業
で
、
旗
宿
地

区
の
関
の
森
公
園
に
隣
接
す
る
市

所
有
農
地
を
市
民
農
園
と
し
て
開

設
す
る
も
の
で
す
。

　

農
業
用
施
設
維
持
管
理
事
業
５

８
３
４
万
１
０
０
０
円
、
農
業
用

施
設
整
備
「
結
」
支
援
事
業
１
０

０
０
万
円
。

　

旗
宿
地
域
交
流
施
設
建
設
事
業

３
２
１
０
万
５
０
０
０
円
は
、
新

規
事
業
で
、
国
の
農
漁
村
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
を
活

用
し
、
地
域
住
民
活
動
促
進
施
設

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

□
商
工
費

　

商
工
会
議
所
支
援
事
業
791
万
１

０
０
０
円
、
商
工
会
支
援
事
業
１

５
９
７
万
２
０
０
０
円
、
中
心
市

街
地
活
性
化
支
援
事
業
１
８
５
７

万
５
０
０
０
円
、
白
河
駅
前
イ
ベ

ン
ト
広
場
整
備
事
業
６
３
１
４
万

６
０
０
０
円
。

　

観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
業
務
委
託
料

１
５
６
３
万
２
０
０
０
円
は
、
観

光
振
興
、
県
内
外
ピ
ー
ア
ー
ル
事

業
や
新
規
事
業
と
し
て
白
河
提
灯

ま
つ
り
映
像
中
継
事
業
な
ど
を
行

う
も
の
で
す
。

□
土
木
費

　

道
路
維
持
管
理
事
業
１
億
７
３

０
０
万
円
、
狭
あ
い
（
狭
い
）
道

路
整
備
事
業
１
３
５
０
万
円
。

　

歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業
４
５
１
９
万
円
は
、

白
河
市
の
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、「
歴
史
ま
ち
づ

く
り
法
」
の
制
度
を
活
用
す
る
も

の
で
、「
白
河
市
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
」
の
国
の
認
定
に
伴

い
事
業
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。

　

街
路
事
業
４
億
500
万
円
は
、
道

場
小
路
金
勝
寺
線
、
西
郷
搦
目
線

（
登
町
工
区
・
結
城
工
区
）、
教
会

坂
通
り
、
友
月
山
休
養
施
設
な
ど

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

□
消
防
費

　

消
防
施
設
整
備
事
業
８
４
７
９

万
４
０
０
０
円
は
、
消
防
屯
所
改

築
４
棟
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
６
台
、

積
載
車
４
台
な
ど
を
整
備
・
配
置

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
消
防
団

員
被
服
整
備
事
業
901
万
１
０
０
０

円
で
す
。

□
教
育
費

　

人
材
育
成
奨
学
金
給
与
事
業
192

万
円
は
新
規
事
業
で
、
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
世
帯
に
お
い
て
学

習
意
欲
が
高
く
、
特
に
成
績
が
優

秀
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
奨

学
金
を
支
給
す
る
制
度
を
創
設
し

有
能
な
人
材
の
育
成
を
図
る
も
の

で
す
。

　

奨
学
資
金
等
貸
与
事
業
５
０
５

４
万
円
。

　

釜
子
小
学
校
改
築
基
本
構
想
策

定
事
業
10
万
円
は
、
釜
子
小
学
校

の
改
築
に
向
け
た
基
本
構
想
を
策

定
す
る
も
の
で
す
。

　

鼓
笛
隊
備
品
整
備
事
業
323
万
６

０
０
０
円
は
、
東
地
域
の
小
学
校

に
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
参
加

に
向
け
た
楽
器
等
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
白
河
中
央
中

学
校
建
設
事
業
３
０
２
１
万
３
０

０
０
円
、
表
郷
幼
稚
園
建
設
事
業

３
７
７
１
万
１
０
０
０
円
。

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
等

　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
７
５
２
５
万
２
０
０
０
円
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
８
６
８
７
万

５
０
０
０
円
、
重
点
分
野
雇
用
創

出
事
業
１
億
３
０
９
６
万
７
０
０

０
円
、
地
域
人
材
育
成
事
業
２
１

８
８
万
６
０
０
０
円
は
、
現
在
の

厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
お
い
て
、

国
か
ら
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
交
付
金
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業

臨
時
特
例
交
付
金
で
県
が
造
成
す

る
基
金
を
活
用
し
て
、
雇
用
・
就

業
等
の
創
出
を
図
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
初

め
と
す
る
特
別
会
計
・
企
業
会
計

の
当
初
予
算
と
内
容
に
つ
い
て
は
、

12
ペ
ー
ジ
・
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
計
名
及
び
今
回
の
歳
入
歳
出

補
正
総
額
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計

３
億
７
２
３
２
万
円
の
増
額

白
河
市
教
育
財
産
特
別
会
計

８
万
１
０
０
０
円
の
減
額

白
河
市
小
田
川
財
産
区
特
別
会
計

56
万
２
０
０
０
円
の
増
額

白
河
市
大
屋
財
産
区
特
別
会
計

４
０
０
０
円
の
増
額

白
河
市
樋
ヶ
沢
財
産
区
特
別
会
計

３
０
０
０
円
の
増
額

平
成
22
年
度
３
月
補
正
予
算

白
河
市
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計

１
億
５
６
５
６
万
１
０
０
０
円
の

増
額

白
河
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

９
８
７
９
万
４
０
０
０
円
の
増
額

白
河
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

166
万
６
０
０
０
円
の
減
額

白
河
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

２
１
３
８
万
７
０
０
０
円
の
増
額

白
河
市
介
護
保
険
特
別
会
計

５
５
０
３
万
２
０
０
０
円
の
増
額

白
河
市
地
方
卸
売
市
場
特
別
会
計

154
万
３
０
０
０
円
の
増
額

白
河
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計４
０
３
１
万
６
０
０
０
円
の
減
額

白
河
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

１
１
８
９
万
６
０
０
０
円
の
減
額

白
河
市
個
別
排
水
処
理
事
業
特
別

会
計

862
万
円
の
減
額

白
河
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

599
万
８
０
０
０
円
の
減
額
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◇
白
河
市
表
彰
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

市
政
功
労
表
彰
の
対
象
者
に

つ
い
て
見
直
す
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、

部
の
名
称
、
分
掌
事
務
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
総
合
計
画
審
議
会
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

各
種
審
議
会
等
の
庶
務
担
当

の
規
定
に
関
し
、
部
名
等
に
統

一
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
　

市
長
の
退
職
手
当
の
支
給
割

合
に
つ
い
て
変
更
す
る
も
の
で

す
。

◇
白
河
市
地
域
振
興
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　
　

基
金
の
目
的
達
成
に
伴
い
、

白
河
市
地
域
振
興
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
白
河
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
白
河
市
白
河
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
の
管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
268
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
白
河
地
方
広
域

市
町
村
圏
整
備
組
合
規
約
の
変

更
に
関
す
る
も
の
で
す
。

◇
福
島
県
市
町
村
総
合
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
同
組
合
規
約
の
変
更

つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
286
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
福
島
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
団

体
の
数
の
減
少
及
び
同
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
も
の
で
す
。

◇
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
た

め
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る
も
の
で

す
。

◇
白
河
市
国
土
利
用
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

　
　

白
河
市
国
土
利
用
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成

　

平
成
2323
年
度
年
度

　
　
　
　

当
初
提
出
議
案

　
　
　
　

当
初
提
出
議
案

総
務
常
任
委
員
会
所
管

◇
白
河
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　

県
か
ら
の
砂
利
採
取
法
に
係

る
事
務
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、

当
該
事
務
に
係
る
手
数
料
を
規

定
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て

い
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
恒
久

化
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
市
民
農
園
条
例

　
　

農
業
体
験
を
通
じ
て
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
農
業
に
よ
る
交
流
を
図
り
、

農
業
の
振
興
及
び
地
域
の
活
性

化
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
公
設
卸
売
市
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

中
卸
業
者
を
参
入
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
市
場
の
活
性
化
を

図
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

　

っ
て
い
る
条
例
の
有
効
期
限
を

５
年
間
延
長
す
る
も
の
で
す
。

◇
小
田
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
小
田
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の

管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

市
民
産
業
常
任
委
員
会
所
管

　

平
成

　

平
成
2323
年
度
年
度

　
　
　
　

当
初
提
出
議
案

　
　
　
　

当
初
提
出
議
案

白河ゴルフ倶楽部白河ゴルフ倶楽部

東直売所「ふれあいの里」東直売所「ふれあいの里」
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◇
東
直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
東
直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
の

里
」
の
管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◇
産
業
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
産
業
プ
ラ
ザ
の
管
理
を
行

わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
き
つ
ね
う
ち
温
泉
健
康
館
及
び

白
河
市
東
交
流
宿
泊
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
き
つ
ね
う
ち
温
泉
健
康
館

及
び
白
河
市
東
交
流
宿
泊
館
の

管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◇
白
河
バ
ラ
園
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第
３

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理
者

に
白
河
バ
ラ
園
の
管
理
を
行
わ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
促
進
基
金
事
業
を
活
用
し

て
接
種
費
用
の
助
成
を
行
う
た

め
、
緊
急
に
予
算
措
置
を
必
要

と
し
、
地
方
自
治
法
第
179
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
22

年
度
白
河
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）
を
専
決
処
分
し

た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
に
報
告
す
る
も
の

で
す
。

◇
白
河
市
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

　

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　
　

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

休
館
日
を
利
用
者
の
状
況
に
合

わ
せ
て
変
更
し
、
利
用
時
間
を

統
一
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

開
館
日
及
び
利
用
時
間
を
拡
大

す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
白
河
市
民
会
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
白
河
市
民
会
館
の
管
理
を

行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

　

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
白
河
市
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
行
わ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
所
管

建
設
水
道
常
任
委
員
会
所
管

者
に
白
河
市
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
行
わ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
民
会
館
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
白
河
市
民
会
館
の
管
理
を

行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
武
道
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
白
河
市
武
道
館
の
管
理
を

行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
白
河
市
市
民
体
育
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理

者
に
白
河
市
市
民
体
育
館
の
管

理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◇
白
河
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
道
路
占
用
料
に
つ
い
て
国

に
準
拠
し
た
額
に
す
る
も
の
で

す
。

◇
白
河
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

白
河
市
北
部
地
区
農
業
集
落

排
水
施
設
の
供
用
開
始
に
伴
い
、

施
設
の
位
置
及
び
処
理
区
域
を

規
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
南
湖
公
園
翠
楽
苑
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第
３

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理
者

に
南
湖
公
園
翠
楽
苑
の
管
理
を

行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

白河市中央老人福祉センター（白寿苑）白河市中央老人福祉センター（白寿苑）

翠　楽　苑翠　楽　苑


